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―
先
日
、
滝
野
川
小
学
校
の
「
Ｎ

Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」
を
見
学
し
た
が
、
ど

の
学
年
・
ク
ラ
ス
も
当
た
り
前
の
よ

う
に
新
聞
に
親
し
ん
で
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。

水
木　
今
年
で
教
師
に
な
っ
て
５

年
目
。
６
年
生
の
担
任
を
務
め
て

い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
に
取
り
組

ん
で
子
ど
も
た
ち
も
変
わ
っ
た

が
、
私
自
身
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
新
聞
を
読
み
、
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
も
見
る
よ
う
に
な
り
、
社

会
と
つ
な
が
る
楽
し
さ
を
覚
え
た
。

―
導
入
す
る
コ
ツ
は
。

関
口　
最
初
は
新
聞
社
が
提
供
す

る
記
事
に
設
問
を
つ
け
た
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
利
用
し
て
始
め
る
方
法

も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
記
事
を

ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
感
想
な
ど
を
書

く
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し
た
シ

ー
ト
に
し
っ
か
り
と
コ
メ
ン
ト
を

書
こ
う
と
す
る
と
教
員
の
負
担
は

大
き
く
な
る
が
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」
の

一
言
で
も
か
ま
わ
な
い
。

―
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
記
事
を

選
ぶ
か
。

水
木　
１
面
の
記
事
に
飛
び
つ
く

子
も
い
れ
ば
、
一
貫
し
て
ス
ポ
ー

　

講
演
会
の
後
半
は
、
東
京
都
北

区
立
滝
野
川
小
学
校
の
水
木
智
香

子
教
諭
も
加
わ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
司
会

は
秋
山
純
子
・
読
売
新
聞
Ｎ
Ｉ
Ｅ

企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

　「
新
聞
で
学
校
が
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
５
月

13
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
た
。
次
期
学
習
指
導
要

領
の
総
則
に
新
聞
活
用
学
習
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
か
、
教
育
現

場
で
新
聞
を
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
と
、
小
中
高
校
の
教
員

や
大
学
生
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

Ｑ　「ＮＩＥタイム」って何だろう。
Ａ　日本新聞協会の関口修司ＮＩＥコーディネ
ーターが、東京都北区の小学校長時代に提
唱・導入した、子どもたちが新聞に親しむ活動。
子どもが主体の継続的な活動で、全校児童が
一斉に取り組んだ。

Ｑ　具体的には、どんなことを。
Ａ　新聞を読み、記事を選んで切り抜き、ワー
クシートに貼ってコメントをつけるのが基本。
コメントは、記事を選んだ理由や要約、感想や
意見などを記す。

Ｑ　小学校低学年では難しいのでは。
Ａ　鮮やかな色彩の写真や広告などを含め、
各自が興味のある記事を探すことは可能。低
学年でも十分取り組める。

Ｑ　新聞はどうやって準備すればいいだろう。
Ａ　家庭で購読している子が古新聞を持ち寄
れば、クラス全員にいきわたる。新聞社のＮＩＥ
担当に連絡を取り、割安な教材価格で購読す
る方法もある。

Ｑ　どのように導入すればいいの。
Ａ　教科・領域の年間指導計画には位置づけ
ず、朝学習などの隙間時間を活用するのがお
勧め。短時間でいいので、週に１、２回程度、定
期的・継続的に取り組むことが大切だ。

Ｑ　子どもはどのように変わるのか。
Ａ　初めは「難しい」「めんどうくさい」と言って
いたのが、続けるうちに「楽しい」「やってよか
った」と口をそろえるようになる。教師主導で
はなく、子ども主導で取り組ませ、無理するこ
となくコツコツと続けるのがポイントだ。

せきぐち・しゅうじ　日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター。
1979年、東京学芸大学卒業。東京都の公立小学
校教員となり、社会科とＮＩＥを中心に研究・実践活動
を続けてきた。「ＮＩＥタイム」の活動は、北区内の全公
立小中学校が新聞を活用した調べ学習などに取り組む

「新聞大好きプロジェクト」につながった。

　

前
半
は
小
学
校
の
校
長
時
代
に

Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
を
導
入
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
日
本
新
聞
協
会
の
関

口
修
司
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
「
学
校
を
、
地
域
を
巻
き
込

む
新
聞
の
力
～
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
や
っ
て

何
が
悪
い
！
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

　

関
口
氏
は
、
小
学
校
で
は
20
年

度
、
中
学
校
で
は
21
年
度
か
ら
全

面
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
つ
い
て
、「
未
知
の
状
況

に
対
応
で
き
る
力
を
子
ど
も
た
ち

に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
の
あ
る
教
材
が
必
要
だ
。
総
則

に
は
、
新
聞
を
で
き
る
限
り
使
う

よ
う
に
と
の
趣
旨
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
方
向
性
を
生
か
す

に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
日
常
化
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
、
学
校
司
書
の
活

用
、
複
数
紙
の
読
み
比
べ
が
大
切

だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
関
口
氏
は
新
学
習
指
導

要
領
で
う
た
わ
れ
た
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
に
関
連
し
て
「
Ｎ

Ｉ
Ｅ
に
合
致
す
る
。
学
力
テ
ス
ト

で
は
、
新
聞
を
た
く
さ
ん
読
む
子

ほ
ど
学
力
が
高
い
と
い
う
分
析
結

果
が
出
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り

パネルディスカッションに臨む（左から）水木さん、関
口さん。右は進行を務めた秋山純子・読売新聞NIE
企画デザイナー

パネルディスカッションでの水木さん

「NIEタイム」で作成された実例の中から、新聞写真を題材にした
小学生の作品を紹介する関口さん

NIE講 演会「新聞で学校が変わる」
地
域
巻
き
込
み
組
織
的
に

子
ど
も
の
変
化
実
感

ツ
の
記
事
だ
け
を
選
ぶ
子
も
い

る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
思
考
が
見
え
て
く

る
。―

中
学
や
高
校
で
取
り
組
む
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

関
口　
小
学
校
と
変
わ
ら
な
い
。

生
徒
た
ち
の
主
体
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
隙
間
の
時
間
を
使
っ
て
好

き
な
記
事
を
選
ば
せ
れ
ば
い
い
。

―
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
実
践
す
る
う
え
で

苦
労
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

水
木　
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
を
見

つ
け
る
の
に
苦
戦
し
た
。
一
人
で

探
す
の
は
大
変
だ
が
、
他
ク
ラ
ス

の
担
任
と
一
緒
に
新
聞
を
毎
日
読

み
、
情
報
を
共
有
し
て
記
事
を
見

つ
け
た
。
仲
間
の
存
在
が
大
き
か

っ
た
。

―
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
。

水
木　
15
分
間
で
新
聞
を
選
ん
で

切
り
抜
き
、
要
約
と
感
想
を
書
く

活
動
を
初
め
て
さ
せ
た
と
き
、
最

初
は
時
間
内
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
子
は
１
人
し
か
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
１
年
間
続
け
る
と

21
人
が
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ク
ラ
ス
全
員
と
は
い
か
な
か

っ
た
が
、
15
分
間
で
書
き
き
れ
る

力
が
着
実
に
つ
い
た
。
子
ど
も
た

ち
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
か
ら
、

そ
う
し
た
足
跡
も
見
え
て
く
る
。

組
む
前
後
の
学
力
を
比
較
し
た
調

査
で
も
、
学
力
向
上
と
の
相
関
関

係
が
見
ら
れ
た
」
と
強
調
し
た
。

　

今
後
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
た
め
に
関
口
氏
は
「
様
々

な
壁
が
あ
り
、
一
人
の
取
り
組
み

で
は
限
界
が
あ
る
。
学
校
や
教
育

委
員
会
、
地
域
を
挙
げ
て
組
織
的

に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

を
実
践
す
る
に
は
、
教
員
が
一
手

間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
そ
の
一
手
間
で
二
手
間

分
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」と
は

朝
学
習
で
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」
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施
行
さ
れ
、
国
公
立
学
校
に
は

「
合
理
的
配
慮
」
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
井
次
長

は
、
発
達
障
害
の
一
種
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
で
「
書
字
障
害
」

も
あ
る
男
子
受
験
生
が
、
鳥
取
大

学
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
パ
ソ
コ
ン
使
用

を
認
め
ら
れ
て
合
格
し
た
事
例
を

報
告
。
音
声
情
報
で
の
受
験
や
代

読
、
代
筆
が
認
め
ら
れ
な
い
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、「
合
理
的

配
慮
が
十
分
と
は
い
え
な
い
」
と

問
題
提
起
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
特
別
支
援
教

育
が
必
要
な
生
徒
が
３
～
４
人
お

り
、
複
数
の
教
員
配
置
が
必
要

だ
」「
発
達
障
害
か
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
子
が
い
て
、
ま
わ
り
の
子
の
理

解
が
欠
か
せ
な
い
」
な
ど
、
現
場

な
ら
で
は
の
声
が
次
々
と
上
が
っ

た
。

80回迎えたＮＩＥ土曜サロン

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
保
井

隆
之
次
長
が
、「
特
別
支
援
教
育

の
こ
れ
か
ら
～
発
達
障
害
を
中
心

に
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講
演
を
行
っ

た
。

　

発
達
障
害
は
、
基
本
的
に
は
知

的
発
達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
、
主

に
先
天
的
な
脳
の
機
能
障
害
を
指

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親

の
し
つ
け
や
育
て
方
に
原
因
が
あ

る
と
い
う
誤
解
が
あ
り
、「
学
校

だ
け
で
な
く
、
祖
父
母
や
親
類
か

ら
も
責
め
ら
れ
、
家
庭
で
孤
立
し

て
し
ま
う
父
母
が
少
な
か
ら
ず
い

る
」
と
説
明
。
２
０
１
２
年
の
文

部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
公

立
小
中
学
校
の
通
常
学
級
に
は
、

発
達
障
害
と
み
ら
れ
る
児
童
生
徒

が
６
・５
％
い
る
と
の
デ
ー
タ
を
紹

介
し
た
。

　

16
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が

グループごとの感性で様々な作品ができあがった

当日の朝刊から、紹介したい記事を発表し合う参加者たち

　教員らが新聞活用学習（NIE ＝ News-
paper In Education）について学びあう勉
強会「読売NIE土曜サロン」が４月22日、
80回目を迎えた。10年間にわたりサロンを
主宰してきた鹿野川喜代美さんに代わり、４
月から二代目の読売新聞NIE企画デザイナー
に就任した秋山純子さんが教員や学生ら21
人に、NIEの魅力を伝えた。

な
っ
た
参
加
者
は
、
手
元
に
あ
る

新
聞
か
ら
紹
介
し
た
い
記
事
を
見

つ
け
、
メ
ン
バ
ー
へ
順
番
に
発

表
。
話
し
合
い
で
上
位
３
つ
を
選

び
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
な
が
ら

台
紙
に
貼
っ
て
い
っ
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
ど
れ
も
力

作
ぞ
ろ
い
。
坂
本
龍
馬
の
没
後

１
５
０
年
特
別
展
の
記
事
と
、
福

島
県
三
春
町
の
滝
桜
の
記
事
を
組

み
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
龍
馬

の
視
線
の
先
に
闇
夜
に
浮
か
ぶ
滝

桜
を
配
し
、「
見
つ
め
る
先
に
愛
が

あ
る
」「
美
し
い
の
～
」
と
見
出
し

を
つ
け
た
。
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
は

「
Ｅ
Ｙ
Ｅ
・
愛
・
Ｉ
新
聞
」。
そ
の

発
想
の
豊
か
さ
に
、
会
場
か
ら
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
浅
田
真
央
さ
ん
の
引
退
会
見

を
報
じ
た
各
紙
の
朝
刊
か
ら
、
一

番
気
に
な
っ
た
写
真
を
選
ば
せ
、

そ
の
時
の
浅
田
さ
ん
の
気
持
ち
を

想
像
し
て
書
か
せ
る
授
業
案
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

秋
山
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
「
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
、
学

校
で
多
く
の
先
生
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
事
例
を
ど
ん
ど

ん
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

満
々
だ
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

ミ
ニ
講
演 

現
場
の
悩
み
次
々
と

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
読
売
新
聞
教

「
Ｅ
Ｙ
Ｅ・愛・Ｉ
新
聞
」

　

サ
ロ
ン
は
２
０
０
８
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
ほ
ぼ
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
開
催
。
参
加
者
が
自
発
的
に
実

践
例
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、
様
々

な
視
点
で
意
見
を
交
換
し
、
相
互

に
交
流
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
日

は
秋
山
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
進
行
で
、「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

　

３
～
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
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読
売
日
本
交
響
楽
団
は
５
月
18

日
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
校
「
ア

メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
」（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｊ
、
東
京
都
調

布
市
）
で
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
っ
た
。
日
本

の
文
化
・
芸
術
と
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｊ
と
、
音
楽
を
通

じ
た
社
会
・
教
育
へ
の
貢
献
に
取

り
組
ん
で
い
る
読
響
を
、
読
売
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
び
つ
け
る

形
で
実
現
し
た
。

　

２
時
間
余
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
幼
稚
園
～
小
学
部
低
学
年

を
対
象
と
し
た
１
部
と
、
小
学
部

高
学
年
の
２
部
、
そ
れ
に
中
・
高

等
部
で
弦
楽
器
を
選
択
履
修
し
て

い
る
生
徒
た
ち
と
の
合
同
演
奏
の

３
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　

Ｏ
Ｂ
楽
団
員
を
中
心
と
す
る
10

人
の
読
響
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
ア
イ
ネ
・
ク

ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
・
ム
ジ
ー
ク
や

カ
バ
レ
フ
ス
キ
ー
の
組
曲
「
道
化

師
」
か
ら
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
も
な
じ
み
の
あ
る
曲
を

次
々
と
演
奏
し
た
。
最
年
少
で
５

歳
の
小
さ
な
聴
衆
た
ち
は
、
入
場

時
に
は
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
て
い
た
が
、

演
奏
が
始
ま
る
前
に
は
お
互
い
に

注
意
し
合
っ
て
ピ
タ
っ
と
口
を
閉

じ
、
そ
れ
で
も
指
揮
者
の
ま
ね
を

し
た
り
大
き
く
身
体
を
左
右
に
揺

ら
し
た
り
と
、
心
か
ら
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
た
。

読売日本交響楽団がASIJでコンサート
プロと生徒 総勢45人の合同演奏も

　

圧
巻
は
、
弦
楽
器
を
学
ぶ
35
人

の
中
高
生
が
プ
ロ
の
楽
団
員
と
ス

テ
ー
ジ
に
並
ん
だ
３
部
。
指
揮
者

な
し
の
ぶ
っ
つ
け
本
番
。
イ
ン
タ

ー
校
ら
し
く
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン

と
い
っ
た
い
で
た
ち
の
生
徒
に
、

黒
の
上
下
で
決
め
た
楽
団
員
が
交

じ
る
奇
妙
な
光
景
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
花

の
ワ
ル
ツ
」
を
音
の
乱
れ
も
な
く

見
事
に
演
奏
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｊ
の
テ
ィ
ム
・
ソ
ン
ト

ン
副
学
長
は
「
読
響
の
皆
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
と
意
思
を
通
わ

せ
温
か
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
く

れ
た
。
プ
ロ
の
演
奏
で
、
子
ど
も

た
ち
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
堪
能

し
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　英語で企画発表（プレゼンテー
ション）できる人材育成を目指す「全
国学生英語プレゼンテーションコ
ンテスト」（主催・神田外語グルー

プ、読売新聞社）の参加者を募集しています。今年は12月9
日（土）に、東京都千代田区の神田外語学院およびよみうり
大手町ホールで第６回大会が開かれます。対象は全国の
大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校の学生で
す。プレゼンテーションのテーマは次の4つです。

○ラグビーW 杯日本開催キャンプ地をわが町に！
○日本語の本の英語版翻訳を売り込め！
○地球を守れ！ 環境保全の新技術を発表
○新たなネット活用法を提案！ 資源の共同利用

　応募締め切りは個人の部が10月25日、グループの部が
10月26日です。詳細は同コンテストのウェブサイトをご覧
ください。　http://www.kandagaigo.ac.jp/contest/

全国学生
英語プレゼンテー
ションコンテスト

参加者募集

◀小学部高学年生を対象と
した第２部で演奏された合唱
ソングは「世界に一つだけの
花」。ウエーブも起こり、舞台
と観客席が一体化した

▲見事な演奏を披露した読売
日本交響楽団

「花のワルツ」を合同演奏し終えた楽団員と中高生らは舞台で記念撮影。
すがすがしい表情が印象的だった

アメリカンスクール・イン・ジャパン

ウェブサイトで動画をご覧いただけます → http://kyoiku.yomiuri.co.jp/nwnews/contents/asij.php
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東
京
都
杉
並
区
の
光
塩
女
子
学

院
高
等
科
（
荒
木
陽
子
校
長
）
で

５
月
10
日
、
読
売
新
聞
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
鈴
木
美
潮
専

門
委
員
が
「
新
聞
か
ら
見
え
る
景

色
」
と
題
し
て
、
新
聞
を
読
む
コ

ツ
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
見
極
め

方
な
ど
を
解
説
す
る
出
前
授
業
を

行
っ
た
。
２
～
３
年
後
に
選
挙
権

を
得
る
１
年
生
約
１
３
０
人
が
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
た
。

　

鈴
木
専
門
委
員
は
冒
頭
、
も
し

バ
ル
タ
ン
星
人
が
地
球
に
や
っ
て

き
た
ら
、
新
聞
の
ど
の
面
に
ど
ん

な
記
事
が
載
る
こ
と
に
な
る
か
を

説
明
。
意
表
を
突
く
題
材
で
生
徒

た
ち
の
注
意
を
引
き
つ
け
、
新
聞

　

毛
呂
山
町
の
埼
玉
平
成
中
学
・

高
校
（
蕪
木
豊
校
長
）
で
４
月
24

日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
の
関
根

健
一
企
画
委
員
が
中
学
１
年
か
ら

高
校
３
年
ま
で
１
０
０
人
の
生
徒

を
前
に
、「
新
聞
で
日
本
語
再
発

見
」
と
題
し
て
出
前
授
業
を
行
っ

た
。

　

同
校
は
全
校
生
徒
が
毎
年
「
日

本
語
検
定
」
を
受
検
す
る
な
ど
、

国
語
力
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
関
根
企
画
委
員
は
、
校
閲
や

新
聞
用
語
に
関
す
る
仕
事
を
務

め
、「
な
ぜ
な
に
日
本
語
」
な
ど
言

葉
に
関
す
る
著
書
も
多
い
。

　

授
業
で
は
ま
ず
、
新
聞
で
よ
く

使
わ
れ
る
漢
字
の
上
位
５
字
が

「
日
」「
年
」「
大
」「
人
」「
国
」
だ

　

読
売
新
聞
中
部
支
社
編
集
セ

ン
タ
ー
社
会
グ
ル
ー
プ
の
小
嶋

伸
幸
記
者
が
５
月
25
日
、
名
古

屋
市
南
区
の
市
立
桜
台
高
校
で

「
新
聞
記
者
の
仕
事
」
と
題
し
て

１
年
生
３
５
５
人
に
講
義
し
た
。 

　

２
年
生
で
文
系
か
理
系
か
を
選

択
す
る
に
あ
た
り
、
参
考
に
な
る

職
業
人
の
話
を
聞
く
た
め
に
同
校

が
企
画
し
た
。
小
嶋
記
者
は
、
新

聞
記
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
、「
中
高
生
の
こ
ろ
冷
戦
の

　

東
京
都
江
東
区
の
区
立
第
二
亀

戸
小
（
安
田
照
雄
校
長
、
児
童
数

４
３
７
人
）で
５
月
９
日
、
読
売
新

聞
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の

高
野
義
雄
企
画
委
員
が
「
新
聞
を

気
軽
に
読
む
コ
ツ
」
と
題
し
て
、

出
前
授
業
を
行
っ
た
。
授
業
を
受

け
た
５
年
生
約
60
人
は
机
の
上
に

新
聞
を
広
げ
な
が
ら
、
熱
心
に
新

聞
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
。

　

授
業
は
、
５
年
生
の
教
科
書
に

あ
る
「
新
聞
を
読
も
う
」
の
単
元

を
学
習
す
る
の
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
。
冒
頭
、
新
聞
が
で
き
る
ま

で
の
工
程
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
を

見
て
、
記
者
が
取
材
し
て
書
い
た

原
稿
が
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
か
ら
印
刷
さ
れ
る
こ
と
を
実

感
。
続
い
て
、
短
い
記
事
を
読
ん

で
、
実
際
に
見
出
し
を
つ
け
て
み

る
作
業
を
体
験
し
た
。

　

記
事
は
、
多
摩
動
物
公
園
が
コ

オ
ロ
ギ
に
犬
の
芸
「
お
手
」
を
覚

え
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い

う
内
容
で
、
全
員
で
朗
読
し
て
か

ら
、
各
自
、
見
出
し
付
け
に
取
り

組
ん
だ
。
８
人
が
前
に
出
て
、
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
自
分
が
考
え
た

見
出
し
を
書
き
出
し
、「
犬
み
た
い

な
コ
オ
ロ
ギ
」「
コ
オ
ロ
ギ
意
外

な
芸
」
な
ど
、
楽
し
い
答
え
が
並

ん
だ
。
実
際
の
見
出
し
が
、「
コ

オ
ロ
ギ
が
お
手
！
」
だ
っ
た
こ
と

が
明
か
さ
れ
る
と
、
児
童
た
ち
か

が
「
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
伝
え

る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
新
聞
を
読
む
コ
ツ
を

伝
授
。
ま
ず
は
読
み
た
い
記
事
を

探
し
、
そ
の
隣
の
記
事
も
読
む
こ

と
を
勧
め
た
。「
最
初
は
分
か
り

に
く
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

ず
っ
と
読
み
続
け
て
い
る
う
ち

に
、『
あ
あ
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ

と
』、
あ
る
日
突
然
気
づ
く
日
が
き

ま
す
」
と
、
継
続
し
て
読
む
こ
と

の
重
要
性
も
強
調
し
た
。

　

高
校
生
に
身
近
な
ネ
ッ
ト
情
報

に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
体
験
を
語

り
な
が
ら
、「
未
確
認
の
情
報
が
検

証
も
な
く
『
真
実
』
と
し
て
、
善

意
と
正
義
感
に
よ
っ
て
拡
散
す
る

こ
と
が
あ
る
」
と
注
意
を
喚
起
。

そ
の
上
で
、
ネ
ッ
ト
情
報
の
真
偽

の
見
極
め
方
と
し
て
、
①
１
次
情

報
か
ど
う
か 

②
検
証
は
さ
れ
て
い

る
か 

③
常
識
的
か 

④
発
信
元
は

誰
か
―
を
確
認
し
て
、「
え
、
本

当
？
」
と
す
ぐ
拡
散
せ
ず
に
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
る
「
ス
ル
ー
力
」

を
身
に
付
け
よ
う
と
訴
え
た
。

　

政
治
記
者
の
経
験
も
あ
る
鈴
木

専
門
委
員
は
、
選
挙
で
実
際
に
投

票
す
る
に
当
た
っ
て
の
新
聞
の
活

用
法
も
紹
介
。
授
業
後
は
、「
な
ぜ

新
聞
記
者
に
な
っ
た
の
か
」「
週

刊
誌
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
な

ど
、
次
々
に
質
問
の
手
が
挙
が
っ

た
。

と
紹
介
。
生
徒
は
「
日
」
の
入
る

熟
語
を
書
き
出
し
、
な
ぜ
一
番
多

い
の
か
を
考
え
た
。
当
日
の
朝
刊

を
手
に
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
の
使
い
分
け
な
ど
、
解
説

を
聞
い
て
い
く
。
日
本
で
一
番
大

き
な
漢
和
辞
典
に
は
５
万
字
載
っ

て
い
る
が
、
新
聞
で
使
う
の
は
３

～
４
０
０
０
字
で
あ
る
こ
と
や
、

漢
字
を
創
作
す
る
遊
び
か
ら
漢
字

の
構
成
を
考
え
る
話
に
は
み
な
興

味
津
々
。「
去
り
ぬ
」「
戻
ら
ぬ
」

な
ど
文
語
の
言
い
方
が
混
ざ
っ
て

い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

途
中
で
生
徒
か
ら
質
問
票
を
集

め
る
と
、「
新
聞
は
な
ぜ
縦
書
き

な
の
か
」「『
霞
ヶ
関
』
な
ど
の

『
ヶ
』
の
成
り
立
ち
は
」
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
視
点
の
疑
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。「
ヶ
」
は
、
漢
字
の
「
个

（
か
）」
の
崩
し
書
き
と
い
う
説
や

「
箇
」
の
竹
冠
の
一
つ
を
取
り
出

し
た
も
の
と
の
説
が
あ
り
、
だ
か

ら
「
け
」
と
読
ま
な
い
と
即
答
す

る
と
、
へ
え
と
声
が
上
が
っ
た
。

　

中
学
２
年
の
岸
本
宇た

か

信の
ぶ

さ
ん

（
13
）
は
、「
日
本
語
や
新
聞
に
つ

い
て
新
し
く
知
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

意
識
し
て
き
ち
ん
と
言
葉
を
使
い

た
い
」、
石
田
紗さ

弓ゆ
み

さ
ん
（
13
）

は
「
新
聞
に
ど
ん
な
こ
と
が
書
い

て
あ
る
の
か
わ
か
っ
た
。
家
で
読

む
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

小
学
生
向
け
の
「
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
」
や
中
高
生
向
け

の
「
読
売
中
高
生
新
聞
」
も
発

行
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。 

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
ら
は
「
数

学
な
ど
の
理
系
科
目
の
知
識
も
記

者
に
必
要
だ
と
知
り
驚
い
た
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な

っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
済
ま
さ
ず

新
聞
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ

た
」
な
ど
と
感
想
を
寄
せ
て
い
た
。 

ら
「
ぼ
く
と
同
じ
だ
！
」
と
い
う

声
が
上
が
っ
た
。

　

こ
の
日
は
児
童
た
ち
全
員
に
、

読
売
新
聞
と
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

新
聞
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
が
気
に
な
っ
た
記
事
を

探
し
た
。
立つ

い

木き

仁ま
さ

舜き
よ

君
は
「
野
球

が
好
き
だ
か
ら
」、
ス
ポ
ー
ツ
面
を

選
ん
だ
と
発
表
。
上
田
鼓こ

太た

郎ろ
う

君

は
、
俳
優
の
津
川
雅
彦
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
挙
げ
、「
５
歳

か
ら
映
画
に
出
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し

た
。

　

児
童
た
ち
は
、
配
ら
れ
た
読
売

新
聞
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
モ
帳
に
、

一
生
懸
命
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

真
剣
に
授
業
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ネット情報の見極め方を伝授

新聞の見出し付けを体験
自分が考えた見出しをホワイトボードに書く児童たち。右端は高野義雄企画委員

新聞の情報の正確さについて説明する鈴木美潮専門委員

新聞を手に日本語のおもしろさについて語る関根健一企画委員

新聞を通して日本語を学ぶ

新聞で仕事発見
東京・第二亀戸小

光塩女子学院

埼玉平成中学・高校

名古屋市立桜台高校

読 売 新 聞 の 出 前 授 業

新聞記者の仕事について話す中部支社編集センター社会グループの小嶋伸幸記者（名古屋市立桜台高校で）

崩
壊
な
ど
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
て
記
者
を
目
指
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に

会
え
、
や
り
が
い
が

あ
る
」
と
語
り
、「
記

者
の
仕
事
は
毎
日
が
勉

強
。
大
学
の
研
究
な
ど

の
取
材
で
は
理
系
の
知

識
も
必
要
に
な
り
、
幅

広
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
」と
強
調
し
た
。 

　

そ
の
上
で
生
徒
ら
に

新
聞
活
用
を
ア
ピ
ー

ル
。「
新
聞
に
は
毎
日

た
く
さ
ん
の
話
題
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
新
聞

を
読
む
習
慣
を
つ
け
れ

ば
、
自
分
の
関
心
の
あ

る
分
野
を
見
つ
け
、
将

来
な
り
た
い
仕
事
を
発

見
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
読
売
新
聞
は
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リポート

　日本近代文学館（東京・駒場）は7月1日、教員を
対象としたセミナーを開催します。今回のセミナー
は、貴重な資料の宝庫であるバックヤードのツ
アー、企画展「教科書のなかの文学／教室のそと
の文学 ― 芥川龍之介『羅生門』とその時代」の
観覧に加えて、第一線の研究者によるレクチャー
という豪華な内容です。講師をまじえての意見交
換会もあります。読売新聞社が後援する「夏の文
学教室」へとつながる新たな教育事業です。

「教室」と「文学」をつなぐ
―日本近代文学館を橋渡しとして
■日　時　7月1日（土） 14：00～16：10
■会　場　日本近代文学館（東京・駒場）
■定　員　60人（バックヤードツアーは先着30人）
■参加費　1000円（資料代、観覧料などを含む／当日支払い）
■講　師　安藤宏
　　　　　（東京大学教授・筑摩書房教科書編集委員）
　　　　　中島国彦
　　　　　（早稲田大学名誉教授・明治書院教科書編集委員）
■申込み　①名前（フリガナ） ②所属（学校名） 
　　　　　③電話番号 ④ FAX 番号 ⑤メールアドレス
　　　　　（④・⑤はいずれか）を記入の上、
　　　　　FAX：03-3468-4185 または
　　　　　メール：kyoshitsu@bungakukan.or.jp へ。
■問合せ　日本近代文学館　担当：吉原
　　　　　受付  9：30～17：30（日月休館）

文学と教育を考えるセミナー
参加者募集

　
「
渋
谷
の
５
年
後
を
ど
の
よ
う
に
し
た

い
か
、
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
お

う
」。
５
月
10
日
、
慶
大
・
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
に
渋
谷
高
校
の
１
、２
年
生
13
人

が
集
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
。
指
導
役
は
同
大
大
学
院
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の

神こ
う

武た
け

直
彦
准
教
授
と
研
究
員
ら
３
人
。

　
「
街
が
持
つ
課
題
を
魅
力
に
転
換
す

る
に
は
」「
そ
の
発
案
に
独
創
性
や
実

現
可
能
性
は
あ
る
か
」。
研
究
員
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
触
発
さ
れ
た
生
徒
た
ち

は
、
付
箋
紙
に
次
々
と
ア
イ
デ
ア
を
書

き
込
み
、
チ
ー
ム
ご
と
に
配
ら
れ
た
大

き
な
紙
を
み
る
み
る
埋
め
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
東
大
空
間
情
報
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
の
柴
崎
亮
介
教
授
の
下
で
も
、

別
の
２
つ
の
生
徒
チ
ー
ム
が
ア
イ
デ
ア

を
練
っ
て
い
る
。「
外
国
人
に
渋
谷
の

街
を
快
適
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

「
大
震
災
発
生
時
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
た
い
」。
こ
ん
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

４
月
に
２
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。

　

指
導
す
る
大
平
亘わ

た
る

特
任
研
究
員
が

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
が

慶
大
、
東
大
と
連
携

１０
代
の
視
線
で「
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
」に
挑
戦

　

魅
力
あ
る
未
来
の
渋
谷
を
10
代
の
視
線
で
作
ろ
う

―
。
読
売
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
校
の
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校
（
東
京
・
渋
谷
区
）
の

生
徒
20
人
が
、
慶
應
義
塾
大
学
と
東
京
大
学
の
研
究
室
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
「
街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
」
に
挑
戦
し
て
い
る
。
３
か
月
以
上
に
わ
た

る
先
進
的
な
高
大
連
携
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
生
徒
た
ち
は
成
果
を
７

月
下
旬
に
発
表
す
る
。

慶大大学院の研究員（右）からアドバイスを受けながら、アイデアを書いた付箋紙を整理していく渋谷高校
の生徒たち。アイデアの量に研究員が驚くシーンも（5月10日、慶大・日吉キャンパスで）

東大空間情報科学研究センターで研究テーマを絞
り込む渋谷高校の生徒たち（4月13日、東大で） 「

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
に
辛
口
の
評
価

を
し
ま
す
が
、
め
げ
ず
に
反
論
し
て
く

だ
さ
い
」
と
は
っ
ぱ
を
か
け
る
と
、
発

奮
し
た
生
徒
た
ち
は
「
街
中
で
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
」「
外
国

人
に
な
り
き
っ
て
疑
似
体
験
し
て
み
よ

う
」
と
テ
ー
マ
の
実
現
に
夢
中
に
な
っ

て
い
た
。

　

慶
大
、
東
大
な
ど
５
大
学
は
主
に
宇

宙
分
野
に
関
わ
る
人
材
の
国
際
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｇ-

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
で
連

携
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
４
月

に
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ

た
。 

大
学
の
研
究
者
ら
が
大
学
院
レ
ベ

ル
の
研
究
方
法
を
高
校
生
に
教
え
る
こ

と
で
、
双
方
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ

た
生
徒
た
ち
は
放
課
後
や
週
末
を
利
用

し
て
、
教
授
や
研
究
員
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
ね
て
い
る
。
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リレーエッセー

ボストン大学
1839年創立の米私立大学。学生
数は世界130か国からの留学生を
含め、学部、大学院を合わせて3
万3千人以上。教職員数は1万人
近くに及ぶ。

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米 
ボ
ス
ト
ン
大
学

「
宇
宙
物
理
学
を
学
ぶ
楽
し
い
学
生
生
活
」

明
星
高
校（
大
阪
府
）卒
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
２
年（
執
筆
時
）　

山
本 

将ま
さ

也や 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003275804
でお読みいただけます。

米公民権運動指導者でボストン大出
身のマーティン・ルーサー・キング
師の記念看板の横に立つ山本さん＝
本人提供

29

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロ
ーシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェ
ローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

New York

Boston

U.S.

New York

Boston
Boston Univ.Boston Univ.

た
も
の
が
、
学
び
の
中
で
至
福
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

と
く
に
物
理
学
か
ら
は
、
人
生
に

と
っ
て
重
要
な
教
訓
が
得
ら
れ
る
。

そ
の
一
つ
が
相
対
性
理
論
か
ら
得
た

教
訓
だ
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
相
対
主

義
的
で
あ
り
、
人
は
ど
ち
ら
が
真
実

か
、
誰
が
真
実
か
、
何
が
真
実
か
わ

か
ら
な
い
。
自
分
は
よ
く
他
人
の
立

場
か
ら
自
分
を
見
る
傾
向
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
他
人
の
立
場
を
気

に
せ
ず
、
自
分
の
思
考
様
式
に
留
ま

り
、
自
分
自
身
で
い
る
こ
と
な
の
だ
。

　

自
分
は
学
問
の
世
界
で
の
問
題
解

決
に
価
値
を
置
い
て
い
る
の
か
、
一

般
社
会
の
中
で
の
問
題
解
決
に
価
値

を
置
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、

こ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
す
る
か
、

就
職
す
る
か
も
決
め
て
い
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
多
く
の
難
問
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

両
親
や
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
々
に

感
謝
し
つ
つ
、
学
部
学
生
と
し
て
残

る
３
年
間
、
ア
メ
リ
カ
で
よ
く
遊
び
、

よ
く
学
ぶ
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
６
年
11
月
６
日
）

難
問
に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
を
解
決

す
る
―
と
い
う
こ
と
だ
。

　

天
文
学
、
物
理
学
の
教
授
か
ら
、

興
味
深
く
も
難
し
い
問
題
が
毎
週
出

さ
れ
、
ど
う
や
っ
て
解
い
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

　

大
阪
府
に
あ
る
母
校
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
大
学
に
留
学
し
た
の
は
私
が
初

め
て
で
、
そ
の
こ
と
を
正
直
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
日
本
を
離
れ
て
み
よ

う
と
、
あ
る
意
味
、
直
感
的
に
決
め

た
が
、
今
な
ら
決
断
の
理
由
を
説
明

で
き
る
。
人
生
に
刺
激
が
ほ
し
い
。

い
つ
も
同
じ
こ
と
を
す
る
の
は
つ
ま

ら
な
い
。
こ
れ
が
日
本
を
離
れ
ア
メ

リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
た
い
ち
ば
ん

の
動
機
だ
。

　

暗
闇
の
宇
宙
を
数
式
で
表
せ
る
こ

と
に
魅
せ
ら
れ
て
、
大
学
で
は
宇
宙

物
理
学
を
学
ぼ
う
と
決
め
た
。
ボ
ス

ト
ン
大
学
（
Ｂ
Ｕ
）
は
第
一
志
望
で

は
な
か
っ
た
が
、
天
文
学
部
も
物
理

学
部
も
、
偉
大
な
研
究
者
や
教
授
陣

を
擁
し
て
い
る
。
そ
れ
を
理
由
に
、

ボ
ス
ト
ン
市
の
中
心
部
に
あ
る
こ
の

大
学
に
学
び
の
場
を
定
め
た
。
日
本

で
は
な
い
こ
の
場
所
の
方
が
、
自
分

自
身
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｕ
で
の
１
年
目
を
終
え
、
２
年

目
に
な
る
今
、
自
分
が
本
当
に
好
き

な
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
そ
れ
は
、

だ
。
そ
れ
で
も
何
か
描
い
て
み
よ
う

と
し
た
り
、
公
式
を
書
き
出
し
た
り

す
る
。
す
る
と
不
明
瞭
だ
っ
た
も
の

の
霧
が
晴
れ
、
問
題
を
解
け
れ
ば
、

「
ユ
リ
ー
カ
（
や
っ
た
ぞ
）
！
」
だ
。

そ
う
や
っ
て
１
枚
の
紙
に
書
き
付
け
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